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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第１四半期連結累計期間（平成29年11月１日から平成30年１月31日まで）におけるわが国経済は、金融緩和政

策を背景に企業収益や設備投資が増加し、雇用情勢も改善するなか、個人消費は穏やかに回復基調で推移いたしま

した。

 一方、世界経済は緩やかな成長が続いているものの、米国政権の政治動向や地政学上のリスク、金融資本市場の

変動による影響など、海外経済の不確実性もあり日本経済は依然として不透明な状況であります。

 ウェディング業界におきましては、平成29年の婚姻件数が60万７千組（厚生労働省「平成29年 人口動態統計の

年間推計」）と前年と比べ１万４千組減少しており、結婚適齢期人口の減少を背景に、挙式・披露宴件数は緩やか

に減少傾向にあるものの、ゲストハウス・ウェディング市場は概ね底堅く推移しております。 

 このような状況のもと、式場のスタイル、サービス内容で他社と差別化を図ることが難しくなるなかで、当社グ

ループは「幸せと感動のために」という経営理念に基づき、パーソナルなウェディングやサービスを提供すべく、

スタッフの人間力・接客力向上を目的とした社内外の研修、独自の営業支援システムを活用した情報分析や集客力

向上のための各施策に積極的に取組んでまいりました。 

 また、ウェディング市場でのシェア拡大に向けて、多様化するお客さまのニーズ・期待に即応できる態勢とお客

さまがお客さまをご紹介くださる好循環サイクルの紹介制度を活用し、売上高の拡大と収益力の向上に努めてまい

りました。 

 以上の結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は4,139百万円（前年同四半期比1.7％減）、営業利益は55百万

円（同85.3％減）、経常利益は62百万円（同83.5％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は31百万円（同

87.6％減）となりました。 

 なお、セグメント別の業績は次のとおりであります。 

① 婚礼事業 

 前連結会計年度（平成29年10月）にオープンした「ララシャンスＯＫＡＺＡＫＩ迎賓館」（岡崎支店）及び当

連結会計年度（平成29年12月）にオープンした「キャッスルガーデンＯＳＡＫＡ」（大阪支店）が稼働しました

が、既存店の施行組数の減少により売上高は3,945百万円（前年同四半期比2.1％減）、「キャッスルガーデンＯ

ＳＡＫＡ」（大阪支店）の開業費用の発生及び人件費の増加等により営業利益は45百万円（同87.7％減）となり

ました。 

② 葬儀事業 

 売上高は71百万円（前年同四半期比6.3％増）、営業利益は２百万円（前年同四半期は0.6百万円の営業利益）

となりました。 

③ 介護事業 

 売上高は124百万円（前年同四半期比9.4％増）、営業利益は７百万円（同12.8％減）となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明

 総資産は、前連結会計年度末に比べ1,347百万円減少し18,460百万円となりました。これは主に、現金及び預金

が1,036百万円、売掛金が257百万円それぞれ減少したことによるものであります。 

 負債は、前連結会計年度末に比べ1,040百万円減少し8,060百万円となりました。これは主に、買掛金が466百万

円、長期借入金が230百万円、未払法人税等が143百万円がそれぞれ減少したことによるものであります。 

 純資産は、前連結会計年度末に比べ307百万円減少し10,400百万円となりました。これは主に、親会社株主に帰

属する四半期純利益31百万円の計上による増加と剰余金の配当359百万円による減少であります。以上の結果、自

己資本比率は、前連結会計年度末に比べ2.0ポイント上昇し56.1％となりました。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成29年12月11日に公表しました第２四半期連結累計期間及び通期の連結業績予想に変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(平成29年10月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成30年１月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 3,731,207 2,694,924 

売掛金 457,965 200,782 

商品 140,698 152,934 

原材料及び貯蔵品 66,410 78,375 

その他 371,331 312,650 

貸倒引当金 △4,652 △1,793 

流動資産合計 4,762,961 3,437,874 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 9,964,374 10,002,855 

土地 1,973,734 1,973,734 

その他（純額） 528,436 629,902 

有形固定資産合計 12,466,544 12,606,492 

無形固定資産 81,638 81,019 

投資その他の資産 2,497,413 2,335,612 

固定資産合計 15,045,596 15,023,124 

資産合計 19,808,558 18,460,998 

負債の部    

流動負債    

買掛金 879,045 412,069 

1年内返済予定の長期借入金 1,033,656 1,024,656 

未払法人税等 154,876 11,008 

賞与引当金 246,344 130,929 

その他 1,671,599 1,426,645 

流動負債合計 3,985,521 3,005,309 

固定負債    

長期借入金 3,771,008 3,549,594 

退職給付に係る負債 47,656 47,006 

役員退職慰労引当金 307,555 313,987 

ポイント引当金 85,553 86,985 

資産除去債務 635,325 792,022 

その他 267,899 265,475 

固定負債合計 5,114,996 5,055,070 

負債合計 9,100,518 8,060,380 
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    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(平成29年10月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成30年１月31日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 351,655 351,655 

資本剰余金 355,311 355,311 

利益剰余金 10,336,473 9,965,224 

自己株式 △368,963 △337,591 

株主資本合計 10,674,477 10,334,601 

その他の包括利益累計額    

退職給付に係る調整累計額 33,562 32,529 

為替換算調整勘定 － △3,219 

その他の包括利益累計額合計 33,562 29,309 

非支配株主持分 － 36,708 

純資産合計 10,708,039 10,400,618 

負債純資産合計 19,808,558 18,460,998 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    (単位：千円) 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年11月１日 

 至 平成29年１月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年11月１日 
 至 平成30年１月31日) 

売上高 4,211,002 4,139,184 

売上原価 1,954,797 1,956,946 

売上総利益 2,256,205 2,182,238 

販売費及び一般管理費 1,875,570 2,126,390 

営業利益 380,634 55,847 

営業外収益    

受取利息 475 4,314 

受取保証料 1,597 3,583 

その他 7,005 5,372 

営業外収益合計 9,078 13,270 

営業外費用    

支払利息 5,746 5,991 

その他 3,855 401 

営業外費用合計 9,601 6,392 

経常利益 380,110 62,724 

特別利益    

資産除去債務取崩益 13,320 － 

特別利益合計 13,320 － 

特別損失    

固定資産除却損 12,746 9,851 

特別損失合計 12,746 9,851 

税金等調整前四半期純利益 380,684 52,873 

法人税、住民税及び事業税 70,490 2,132 

法人税等調整額 56,881 19,808 

法人税等合計 127,371 21,940 

四半期純利益 253,312 30,932 

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） － △434 

親会社株主に帰属する四半期純利益 253,312 31,367 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    (単位：千円) 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年11月１日 

 至 平成29年１月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年11月１日 
 至 平成30年１月31日) 

四半期純利益 253,312 30,932 

その他の包括利益    

退職給付に係る調整額 △1,009 △1,037 

為替換算調整勘定 － 4,422 

その他の包括利益合計 △1,009 3,384 

四半期包括利益 252,303 34,317 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 252,303 34,314 

非支配株主に係る四半期包括利益 － 3 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動）

 当第１四半期連結会計期間より、PT INTERNATIONAL KANSHA KANDOU INDONESIAは重要性が増したため、連結の範

囲に含めております。なお、PT INTERNATIONAL KANSHA KANDOU INDONESIAは、当社の特定子会社に該当しておりま

す。

 

（セグメント情報等）

（セグメント情報） 

 前第１四半期連結累計期間（自 平成28年11月１日 至 平成29年１月31日）及び当第１四半期連結累計期間

（自平成29年11月１日 至 平成30年１月31日） 

 当社グループの報告セグメントは、婚礼事業、葬儀事業及び介護事業でありますが、葬儀事業及び介護事業の全

セグメントに占める割合が僅少であり、開示情報としての重要性が乏しいため、セグメント情報の記載を省略して

おります。 
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